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「広島大学医学雑誌j投稿規定
1. 原稿はi民学，薬＇；久保健う f: （者護学，型宇掠法
学．作業療法学）に関する総説e 原著および雑誌と
する。原著．はオリジナルで未発去のものであり，現
在地誌に投信されていないものに限る。なお，編集
委員会で採汗が決定されるまでは他の子iJ行物に投稿
しないこと c また，掲載「可j となった論文ほ許可
なく能の刊行物に発表しないものとするc
2.投稿原誌の掲載のnJ[fiは，編集委員会が依頼した
査読主を経て．編集委員会において決屯されるつ
:3.拒載は臣民として乏理された!JI立とするが，編集委
長会で不透巧と認めた論文は掲載をお断りするか，
また主ーさ庶していただくことがある。
4. 論文受理後， ー切の著作権辻広島大：y:1記主主：：出版会
カ汗呆有する。
したがって若斉であっても，その什；もしくは令
部を転載するときは，予め広高大学医学出張会の承
認を拝なけれ（工ならない
5.原稿辻3在［） （出・長も含み2部はコピーロJ，ただ
し写真は上質のコピーであること） A4援にワー
プロを用い， 12ポイントで35字X20行とする L、漂
HIJとして，原稿；土返却しないので， j亙去il希望の場合
はJ支稿時；こr1LIBること。
6. 原稿は表題，著者名，所属機関ri，総括（800字
以内人序文句材料と方法宅或績ー考察宅語辞司参
考文献のJl買とし，通し八一ジを付；十る c Key word 
l 51[gJUr勾jとランニンク、タイトル｛三（）宇くらしけをつ
けるc 講丈は簡潔に. lヌi去も£、要最小型に止める－
7.原稿には英文の去題，：｛；＞fi-名，所属のほかに，英文
抄謀（200語以内）とその日本語訳を長後に添える」
8. 原稿は平易な文字で，平仮名まじり桔書とし，
特百iJな街語以外；土常損漢字，現代f反名づかいとする三
句切，句読を明らかにし，改行する［I~：は訂の最初を
A字あけて書き；土とめる。
~）.外来語 i土片仮名，外国人名は外出つづりのままと
する。学名その地イタリックを安する＇ f:匂；こはアン
ダーラインをうiくこ
10. 表， lX］及び写真には表上回 1.写（0 あるいは
Tab！モ 1.,Fig.し Photυ.1.とー連番号を記して説明
文（芙丈が望まししパをつ汁るつそれぞれの七下に
著若名を記入しておく。英丈の場一台は必ずタイプす
ること。図は立中氏または古色グラブ用紙；こ，そのま
ま裂版可詑の状態；こし．たきさ｛憤l)Jザイズ：最小
fi.5c日l~ 最大I:3cm ） を赤で指定しておく f 写真は，
I部は正il画紙に境きHけたものが必要で，伐1）の2
吉郎土ハーフ・トーンのよく再現されたもの γデ立に
近いもの）であれば，コピーでも良いf
原稿右構外には，凶－表・ 1デftの挿人間所を
「赤jで明示しておくこと二
11. 度量簡の単位は cm, mm, μrn, A, ml, pl，兵，
pふ n足，＂C,rpm, cpm, Ci, mCi, μCi, mM, μM, 
hr, min, secミなどとし，ねむのあとに点をつけな
し人（存lj外として fは Jitりふ乙は litersにする）
12. 参考文｜款はアルファベットJI震に並ベラ本文の最後
にまとめる（以 Fの記載慨に記い，ビ I｝すド，コ
ンマ，スペース等にもj主主すること σ 本文q1のよ献
番号は右f「jに片話拡でつける開i司.. 1-(）、10）「芸者・？－1は
全員記載すること ι
1浅井栄二 Hl78.点満静注による Dibekacin（パニ
マイシン）のf吏fD粁験．基礎と臨床 13 リ25¥):)1 
2.Bille, J. and Glauser, M. P. 1981. Pre＼ゃれtionof 
acute and chronic asecenciinεpyelorwphlit 1日il
rats by aminoglycosick antibiotics辻仁cumulatt>d
and persist刊行 inkindneys. Antimiぐrob.Agents 
Ch守mother.19 : :381 ;3民弓
:3.Dowell, V. R., Jr. 1975. ¥Vound and abscぞ自民
spぞcimens,p. 70-81. In A. Balows （ぞcl.),Clinical 
micrυbiology. How to start and wlHせlfり討top.f) 
仁harlesC. Thomas‘Puわlislwr,Springfield 
l，深奇一太 1980.抗生斉！JO)詳JHf.rl題， p12Fi-1TI. 
トHJ 泰．立ド啓明叶J言），今日の化学療法．ラ
イフ・サイヱシス，京 J／~.
Ci.Goodman, L. S. and Gilman, A. 1 qケち.＇］、he
pharmacologic、albasis of therapぞutics‘5thed 
The :Vlacrnillan Co.‘New York 
6’上宙泰宅；青y主喜八部（編J 1975. 1とd、i
ンドブ yク．永井f号！』i，東京．
3 ~ 6は単行本の記事長併で， 3 '4 :Jそのー 主｜；引Il,
5司6は令｛本の引引をぶすc
英文の場台は必ずタイプすること
n 号u刷（土日誌単位とし，掲載不｜と引きかえにお花L
する 4
14. -?;: ri・校1Eは争VJ校正のみとし争校1：；土 lj当時以内と
する、校！と時には語句のまちがいのι1Eのみと~.
文章の変更や新たな迫力；；は認めない やむをえぬいi
存の変更は全額手；；訂負担とするc
15.掲載料は号ljj主規定により若おに請求すると
ギ成12年10丹25li印刷 干或12年IO耳28日党行
編集兼先行者 編集委員（コ委員長） j二内皮輝， A:Hl ＆.梶原博記仁栗橋；主，小lt己
1J 、 1F~二た智 （， I輯il ・ 1E二，中村重fri，奈良 勲. HrilJJ*f-
安けi峯守， il本訂正i：，つ吉旧哲吉， i主j互設定；
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